
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 子どものころからものづくりが好きでした。

加工方法、仕事の段取りを先輩から教わりまし

た。怒られることはありませんでしたが、初め

は失敗が続いて落ち込みました。図面から仕事

の難しさが分かるようになってきましたが、難

しい加工がいちどでうまくいったときはうれ 

しいです。失敗を恐れず仕事に向か 

えるようになりました。 

 『ものづくりのパートナー』として、豊富な 

実績と経験で社会へ役立つ会社を目 

指しています。部品加工は目立たない仕事です

が、作り出す部品一つ一つに魂を込めてその向

こうにある貢献を実現したいと考えます。 

 複雑で難しい加工を行い、機械でできない加

工は冶具開発で実現しています。いろいろなも

のをつくりだす“つらさ”と“面白さ”にチャ

レンジする若い人たちを求めています。 

 一枚の図面をもとに、設計者

が目指した機能や品質を、技能

を通じて実現していく職場で

す。 

 過去の経験を超えた新しい

技術の実現を目指し、技術を手

に染み付け、五感を使った加工

をする仕事です。 

 

 

 

〔職場紹介、90 字程度〕 

 

 金属や樹脂を原材料とした

精密機械部品加工をしていま

す。材料の削りだしのほかに、

注文に応じた治工具の設計と

製作も行っています。 

 複雑な形状部品の 

加工を得意としており、少量多

品種の注文にも対応します。 
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有限会社 テクニス精機 

代表取締役 

千葉 智弘 

最新鋭のＮＣ加工機 

旋盤加工 高い技術による加工 
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先輩から一言 
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こんな職場です 
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会社名 有限会社テクニス精機 

所在地 〒023-0132 奥州市水沢羽田町明正 109 

TEL 0197-25-4133 

FAX 0197-25-4197 

代表者  代表取締役 千葉 智弘 

資本金  1,000 万円 

設立   1973 年４月 

従業員数  14 名（男性 13 名、女性１名） 

 

企業情報 

地図 

 

【精密機械部品加工】 

【各種試作品の製作】 

○フライス・マシニング加工 

○汎用旋盤・ＮＣ旋盤加工 

○平面・円筒・内面研磨加工 

○型彫り・ワイヤ・細穴放電加工 

○キー溝・スロッター加工     など 

◎特に、丸形状＋角形状のような多軸複合加工

を得意としています。 

 

【各種機械器具、治工具設計製作】 

【各種省力化機械・装置の設計、製作】 

○設計から部品加工、組立・調整までワンストッ

プで、お客様のニーズに応えて必要なモノを準

備することが出来ます。 

 

【各種機械、機具、装置の修理、 

および保守部品の製作】 

○図面の無い部品があっても、できる限り当初の

機能を発揮できるように作り直します。海外製

の部品を日本仕様にするなど、お客様のご要

望に添った部品製作も可能です。 

 

 

※約 30台の設備を有し、少量の試作品や生産ラ

インの保守部品などの特急対応が可能です。 

業務内容 

 職場環境等 

○東北新幹線 水沢江刺駅より車で 5 分、 

東北本線 水沢駅より車で 10 分、 

水沢ＩＣから車で 10 分です。 

○幹線道路沿いの利便性の高い場所です。 

○駐車場完備です。 

 キャリア形成 

○OJT を中心に、機械の操作やものづくりの難し

さと楽しさを先輩社員から学んでいきます。 

 

○機械による大量生産では実現できないものづく

りの技を継承していきます。 

 採用状況 

○新卒者を若干名、定期的に募集しています。 

 

○これまでは高専中心でしたが、今後は高校生

も採用の予定です。 

 

○製造職を募集しています。 
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